
Creating a future to help people shine

ディスプレイの鮮鋭度評価のご紹介

アフロディ株式会社

Version.2020.1



Creating a future to help people shine

ディスプレイの表面光学特性システム
（Display-Messtechnik&System Gmbh &Co.KG)

・評価
ぎらつき
鮮鋭度
防眩性/透過分布

・特徴
・ディスプレイとAGのトータル定量評価可能
・LCD、有機EL（全てのディスプレイが測定可能）
・ソフトウエア独自アルゴリズム開発
・ハードウエアの基本構成は光学レンズ付きカメラ

SID2014論文発表（Dr Becker）

SMS-1000

＊ASTM規格準拠

＊ASTM規格準拠

世界初のディスプレイ専用のぎらつき評価システム
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ぎらつき（Sparkle)

鮮鋭度（DOI）

世界初の定量化

防眩性
（反射分布 )

４つパラメーターを“定量化”測定、”安価”で”簡単操作”で出来る”革新的な測定システム”

透過分布
（Transmittance)

SMS-1000

SMS-1000概要

ASTM規格準拠

ASTM規格準拠

＊ASTM(American Society for Testing and Materials)

ぎらつき

解像度

防眩性

Ｈａｚｅ

ＪＩＳ規格準拠（JIS C 1006)
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鮮鋭度評価
（ＤＯＩ： Distinctness of Image ）
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SMS-1000の鮮鋭度評価

鮮鋭度評価

PSF（point spread function)

LSF（line spread function)

MTF（ Modulation Transfer Function)

点像の広がり分布

線像の広がり分布

空間周波数の分布

短形波チャート法

スリット法

エッジ法

SMS-1000測定
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物 体

X1 X

h(x-x1)

ディスプレイの表示画像

MTF(Modulation Transfer Function):振幅伝達関数

表示画像のコントラストに関する空間周波数伝達関数
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コ
ン
ト
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空間周波数

コントラストと空間周波数特性

見た目での大きさが小さい場合
は、細かい模様ほど見えにくい

コントラストが大きいほど
細かさ・粗さに依存しない

高い

高い

Ｃａｍｂｅｌｌ Ｃｈａｒｔ
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f1 f2 f3 f4 f5 f6・・・・
input

output

SMS-1000

ＭＴＦの定義

高周波数

入力信号は振幅が１であり、周波数は
次第に高くなつている。

出力を測定すると、周波数が高くになるにつれて
振幅が減衰している。この出力振幅がＭＴＦである。 高周波数
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1.0

0.5

MTF

空間周波数

ボケの程度が大きい場合は、
MTFの値が小さい。
（伝達特性が良くない、忠実性が良くない）

入力側 出力側

ＭＴＦと空間周波数

高い

ＭＴＦ
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ＭＴＦの算出
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鮮鋭度の測定評価手法
部材、サンプル評価

・測定サンプル上にAGあり、なしの比較

サンプル測定事例

LEDバックライト（G)

Cr画素パターン

サンプル

通常 or 暗室

サンプル DOI

１ 0.5090

２ 0.2723

３ 0.7230

DOI(Distinctness of Image）

＊ASTM D1746準拠
Standard Test Method for Transparency of Plastic Sheeting 

AGあり AGなし

光強度プロファイル

Green LDE Backlight

DOI≒1.0が理想
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SMS-1000 鮮鋭度の測定概要

MT(%)=Mod smp÷ Mod ref

M=（avg(max I,0)- avg(min I,0)）÷
（ avg(max I,0)+avg(min I,0)）

Mod smp=(Sp-Sv)÷ (Sp+Sv)

Mod ref=(Rp-Rv)÷ (Rp+Rv)

透過率の変調

サンプルレイヤーによる画像鮮明度の減少として変調伝達関数(MTF)を指標とする

＊MT指標の理想は100％

部材
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各ガラスサンプルの解像度と鮮鋭度

鮮鋭度測定の評価データ事例（１）

サンプルA

サンプルB

サンプルC

なし
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鮮鋭度測定の評価データ事例（２）
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各フイルムサンプルの解像度と鮮鋭度

サンプルZ

サンプルY

サンプルX

なし

サンプル提供：日本化工塗料株式会社様


